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研究成果の概要（和文）：本新学術領域研究は、転写環境の形成とエネルギー代謝シグナル間のクロストークを解明す
ることを研究の目的とした。総括班では、領域班会議において、研究進捗状況の発表に加えて「Collaboration Propos
al Meeting」を行い、研究者間の技術交流や共同研究を推進した。また、若手研究者や大学院生を主体としたワークシ
ョップや、全国で計５８回にわたって行われた「転写代謝セミナー」の開催を支援した。さらにホームページでの情報
発信に加え、市民公開講座の主催や、新聞、テレビなどのメディアを通して、研究成果を国民に広く公表した。

研究成果の概要（英文）：Our research project aimed to explore the crosstalk between the transcriptional 
status and energy metabolism. As the organizing group of this project, we held the annual meetings of the 
research groups and promoted the interaction and collaboration among the members, for example, by setting 
up “Collaboration Proposal Meeting”. We also supported the workshops organized by graduate students and 
young scientists, and “Transcription-Metabolism Seminars” held 58 times all over the country. 
Furthermore, we spread information on a website, held public lectures and announced our achievements to 
the people through mass media.

研究分野： 分子生物学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 転写環境の構築は、クロマチンや転写調節

因子に対して修飾基を書き込む (=Writing) 

修飾酵素、修飾基を認識し結合して「読み取

る (=Reading) 」アダプター分子、および、

「修飾基を取り去る (=Erasing) 」脱修飾酵

素に加えて、ヒストンの DNA からの一時的な

解離等の混乱を「書き換える (=Rewriting) 」

機能によって動的に制御される。この制御に

は、代謝中間体からの修飾基供与や、修飾反

応を効率的に促進する生命素子（=hub 

metabolites）が供給されることが必要不可

欠な要素であり、細胞や生体内ではエネルギ

ー代謝と密接にリンクしている。しかしなが

ら、転写研究と代謝研究は、それぞれ異なる

学問分野として発展した歴史をもち、両分野

を俯瞰した概念の下で、生命機能を捉える試

みをした学術領域は未だ存在しない。 

 

２．研究の目的 

 本領域は、「転写環境の形成とエネルギー

代謝シグナル間のクロストークを解明する

ことで、生命機能を制御する新しい基本原理

の理解へとつながるブレークスルーをもた

らす」ことを研究の目的とする。これらの問

題意識を共有・発展させ、『転写代謝システ

ム (Transcription-metabolism system)』と

いう新しい学術領域を創出することを目指

すため、総括班では領域全体におけるアイデ

アや材料の交換、技術交流をサポートし、相

互の研究成果をヒントとして積極的に共同

研究を展開させることを主眼に置く。また、

研究推進の検討、領域の評価と助言を行い、

当該分野の国際的な学術連携と人材育成の

場を提供する。 

 

３．研究の方法 

 本領域では、１）転写環境の形成に直結す

る化学修飾がエネルギー代謝に働きかける

作用、および、２）エネルギー代謝の変化が

転写環境の形成に及ぼす作用、というクロス

トークを支える分子実体とその制御メカニ

ズムの解明を目指し、7 名の計画研究者から

なる総括班を設置する。その位置付けと役割

は、以下の 4 点に集約される。(a) 転写-代謝

融合研究の促進、(b) 若手研究者の育成、(c) 

日本からの研究成果の発信力の強化、及び 

(d) 領域運営と研究進行状況に対する外部か

らの助言・評価。(a)〜(c) は主に計画研究代

表者（総括班では連携研究者）を中心に推進

し、(d) については、佐々木裕之（九州大学）、

米田悦啓（医薬基盤研究所）、及び春日雅人

（国際医療センター）が総括班の研究協力者

としてその任にあたる。 

 

４．研究成果 

 公募班は、平成 24年度から 25グループが、

平成 26年からは 23グループが参画し、計画

班研究グループと協力して領域活動を展開

してきた。共同研究を醸成していく環境作

りとして、研究内容はもとより、各研究グ

ループの持つ独自の材料や方法・技術につい

て共有するため、例年の班会議に加え、

「Collaboration Proposal Meeting」 を行っ

た。そこでは、自分たちのニーズと、自分た

ちの得意な実験系を中心に発表し、リン酸

化やアセチル化のプロテオミクス、マウ

ス・線虫・植物などの遺伝学の共同研究か

ら、医学系所属の班員による臨床検体につい

ての相談受け付けなど、幅広い情報が提供

され、活発な意見交換が行われた。また、共

同研究を A)情報交換・材料供与、B)共同研究

構想、C)共著論文作成、D)共著論文発表、と

いう 4 つのステージに段階分けすることで、

進捗状況の可視化と研究推進の加速化を実

現した。 
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〔班会議、国際シンポジウム及びセミナー〕 
① International Symposium on 

Transcription and Metabolism II、平成
28 年 2 月 17 日、東京大学薬学部講堂、東



京都文京区 
② 第 8 回領域班会議、平成 27 年 6 月 14-16

日、ユウベルホテル、熊本県熊本市 
③ 若手ワークショップ/第 7 回領域班会議共

催、平成 27年 2月 5-7 日、ホテル松本楼、
群馬県渋川市 

④ 第 87 回日本生化学会シンポジウム「代謝
とシステムバイオロジー」、平成 26 年 10
月 17 日、京都国際会館、京都府京都市 

⑤ 第 6 回領域班会議、平成 26 年 7 月 11-13
日、岩沼屋、宮城県仙台市 

⑥ 第 14 回日本蛋白質科学会年会ワークショ
ップ、平成 26 年 6月 25 日、ワークピア横
浜、神奈川県横浜市 

⑦ International Symposium on 
Transcription and Metabolism/第 5 回領
域班会議共催、平成 25 年 11 月 11-13 日、
淡路夢舞台国際会議場、兵庫県淡路市 

⑧ 若手ワークショップ/第 4 回領域班会議共
催、平成 25 年 1 月 24-26 日、ホテル鬼怒川
御苑、栃木県日光市 

⑨ 第 3 回領域班会議、平成 24年 7月 2-4日、
つくばグランドホテル、茨城県つくば市 

⑩ 若手ワークショップ/第 2 回領域班会議共
催、平成 24 年 2 月 9-11 日、和光純薬湯河
原研究所、静岡県熱海市 

⑪ キックオフミーティング及び領域説明会
(第 1 回領域班会議)、平成 23 年 10 月 19
日、大手町サンケイプラザ、東京都千代田
区 

⑫ 「転写代謝セミナー」計 58 回（61 名の演
者）のセミナーを平成 24〜27 年度におい
て全国の大学等で開催した。 

 
〔図書〕 
① 中尾光善（2015）「あなたと私はどうして

違う？体質と遺伝子のサイエンス-99.9%
同じ設計図から個性と病気が生じる秘密」
(羊土社) 222 

② 中尾光善（2014）「驚異のエピジェネティ
クス-遺伝子が全てではない!?生命のプロ
グラムの秘密」(羊土社) 215 

③五十嵐和彦、深水昭吉、山本雅之監訳（2012）
「遺伝情報の発現制御 –転写機構からエ
ピジェネティクスまで-」（メディカルサイ
エンスインターナショナル）448 

④ 中尾光善企画（2011）「世代を超えて伝わ
る代謝エピジェネティクス-生活習慣・環
境因子がなぜ記憶されるのか」(羊土
社)131 

 
〔その他〕 
（１）報道関連情報 
計画班・公募班員の研究活動や成果が、 新 
聞（国内 83件、海外 1件）に掲載され、テレ
ビ報道や関連番組で 29 件が放映された。 
 
（２）アウトリーチ活動情報 
① NHK E テレ モーガン・フリーマン/時空を

越えて 第1回「Can we live forever?」 (平

成 28 年 4月 8日)(深水) 
② 市民公開講座「高校生・市民のための大学

特 別 授 業 “生命の謎に迫るシンポジウ
ム”」(平成 27 年 10 月 31 日、熊本)(中尾) 

③ 東北エイジングサミット−加齢制御研究か
ら臨床まで−「細胞のがん化と老化におけ
る酸化ストレス応答機構の役割」(平成 27 
年 9月 27 日、仙台)(本橋) 

④ 市民公開講座「遺伝子と健康 II」(平成 27 
年 5 月 16 日)(本領域主催、筑波) (深
水) 

⑤ 足立区「20 歳の血糖チェック」(平成 26
年 1月 13 日、東京都)(矢作) 

⑥ 市民公開講座「遺伝子と健康」(平 25年 5
月 11 日)(本領域主催、筑波) (深水) 

⑦ NHK サイエンス・ゼロ「長寿遺伝子を呼
び覚 ま せ !〜寿命はどこまで延ばせる
か?」ゲスト出演(平成 23 年 8 月 6日)(深
水) 

 
（３）ホームページ情報 
① 領域ホームページ 
http://tmsystem.tara.tsukuba.ac.jp 
 
② 修飾アミノ酸データベース 
http://www.agbi.tsukuba.ac.jp/~akiftara 
 
Modified amino acid database (MAADB)は、
メチル化アミノ酸を中心とした修飾アミノ
酸の化学特性、UPLC のクロマトグラムと 
MALDI-QIT-TOF/MS のスペクトル、および文
献情報を掲載している。 
 
（４）受賞 
① 深水昭吉、第 19 回高峰譲吉賞「代謝調節

と遺伝子発現に関する研究」、日本心血管
内分泌代謝学会、2015 年 

② 本橋ほづみ、第 7 回柿内三郎記念賞
「CNC-Maf 転写因子群による生体の恒
常性維持機構の解析」、日本生化学会、2012
年 

 
（５）若手研究者の成長 
 計画班及び公募班の 40 歳前の若手研究者
が中心になり、「発生過程におけるエネル
ギー代謝を考える会」を開催し、若手ネッ
トワークの新しい情報共有を展開してき
た。これらの活動を通して、公募班の研究
代表者らは、学会等でシンポジウムのオー
ガナイザー（８件）を務めるなど、各分野で
活躍している。 
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